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　　　　　　　　　皆既日食里国各位に告ぐ

　　　　　　　　　　　防寒の準備を十分になナこと

　　　　　　　　　　　　　　水　野　　手　里

　私は去る3月30日紳戸出帆の蓬莱丸に乗船，4月2日基隆に一L陸，南下して北緯22度

30分の高雄迄，天丈行脚して，4月29日基隆出帆の高千雷丸に乗込み，5刀2日二戸に

上陸し編旧した．二二南部は4月1日から夏服，北部は4月29日の天長節から夏服若用，

4月28日にi二二の二二は31度8分迄に回した・浴衣がけで高閣を使ひ爾ほ暑氣を感じた・

　それが反封の北方の北海道に於ける皆既B食下望の爲めに來る6月12日頃に出回せ

んと欲して，同道の6刀の氣温を調べて見て，冬服に冬オ1バ1で仁道することに決

心した・この注意がなくては寒さに困らされると思って，老婆心迄に遠征各位の注意

を喚起する次第である．

　　　本邦各地の雫均氣温　（太鍛字は最高斜艦数字は最低の値：を示す）

一地名

幣騰 網・月 ｝・刀 ・月1・月回・帥卵卵月 10月 11月 ・2ﾊ皿年
一 D　　’ o　　’ m
根室 14535 4320 26．7 一　5．0 ＿5．6 ＿2．5 2．8 6．5 9．9 143 17．2 152 10．6 4．6 一1．3 5．6

札幌 14121 43　4 16．9 一　6．3 一5．4 ＿1、6 5．3 10．4 14．9 19．2 20．9 16．3 9．7 32 一3ユ 7．0

函館 14043 4147 4．0 一　2．9 ＿2．4 0．7 6．3 10．4 ユ4．4 19．0 2L6 17．9 11．8 5．7 一〇．］ 8．5

青森 14047 4049 5．3 一　2．7 7．0 1L．8 16．3 22．9 12．0 5．9 9．2

東京 13946 3541 5．8 3．0 12．6 20．5 22．9 10．6 14．0

名古屋 13658 3510 52．4 3．0 6．9 13．0 21．5 26．6 10．6 14．4

京都1354431142．9　2．6　　　　　12．3

大阪1352634393．0　4．2　　　7．413．2

岡艮」133563440　 6．1　　　3．5　　　　　　7．012．8

高知13332333342．1　5．4　　　　9．4

髭見島130　3331　34　　5．4　　　7．0　　　　　　ユO、7

釜山129　　135　　6　12．5　　　2．O　　　　　　　　　　l2．3

毫斗ヒ121　3125　　2　　9．3　　　　　　　14．8

奉天123231414844．3－13．0　　　　　8，6

2Lll　126．6

21．91　127．5

21．61　127．e

21．7［　126．2

22．31　」26．8

20．01　125．6

26，61　28．2

21．71　24．8 9．0

tJ．8

11．5

10．7

12．4

10．］

　13．8

　15．1

　14．6

　15．6
9．Oi　16．7

　13．6

　21．7

　　7．2

　本表の二二は6几全二二高月，最低月の値1と根室の9・9に封しその前後のものの

みを表はし他はワザと空欄とし見易からしめたものである・此表によって按ずるとき

は，本州の1現と同様と考へねばならん猫ほ分度の皆既中央線の最南の根室でさへ

これであるから，その以北の各地では一層低温であらう・これは略ぽ10時の氣温であ

るから，嶢前夕方，夜牛の氣温は，12位月である・降雨或は濃霧の際はとても夏服

や合服では耐えられない・去昭和2年8月に北海道から樺太に族行した経験から推察す

ると冬服，冬オーバ1がん最も適當であらう．8月3目に釧路で冬オ】バ1を着用して

居た人を見た・8月14日樺太の豊原で北風強く，肌粟を生じ，大火鉢を傍に夜具を重

ねて寝に就いた寒さが思出きれる・


